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1. はじめに 

1.1 研究の背景 

1.2 研究の目的 

1.3 研究の進め方 

 

 

 

 

 

 

 



2. クラウドと部門のあり方に関する調査・分析 

2.1 クラウドの特徴とその影響 

2.1.1 クラウドの定義と特徴の整理 



2.1.2 クラウドが企業に与える影響の調査 

項 カテゴリ 影響 影響度

1 コスト削減 固定費化していたシステム維持保守費（運用費）が比例費化できる可能性をもたらし、新たなコスト削減施策が
出てきた。

プラス

2 コスト削減 レディーメイドのサービス、およびハードウェアや拠点間ネットワーク等の調達を省ける プラス

3 コスト削減 長期的にＩＣＴサービスの価格低下が予想される。 プラス

4 優位性 システム開発期間の短縮の可能性が出てきた。 プラス

5 優位性 自社のＩＴをクラウドサービス企業と連携して外販するなど、クラウドを利用した新たなビジネス創出のチャンスとなり得
る。

プラス

6 優位性 中小のソフトウェア会社でも、大きなリソースが使用できるので、開発力で勝負が出来る。 プラス

7 独自性 業務分野によっては、企業を超えた社会、さらに、ワールドワイドで、標準的なクラウドサービスが登場し、その分野
では企業の独自性は無くなる。

マイナス

8 独自性 システムによる差別化が困難になる。大企業のメリットが薄くなる。 マイナス

9 独自性 差別化のためのシステム構築を担う人材育成が困難になる。 マイナス

10 ITガバナンス クラウドにより、システム部門関係者以外の人がＩＴ投資・コストなどに目を向け、クラウド化がベストというような雰囲
気が出てくる。

マイナス

11 ITガバナンス 特に、Ｅメール情報共有などの社外"汎用"サービスにより、システム専門組織なし（抜き）でユーザ部門によるＩＴ導
入が可能になる。

マイナス

12 IT導入 新たなサービス、サービス事業者の増加により、サービスやベンダー選定の力量と選定にかかる時間が増える。 マイナス

13 IT導入 新たなサービスの登場に当たり、契約上の問題や情報漏洩等のセキュリティ要件についても新たに検討する必要が
ある。

マイナス

14 IT導入 今まで主に費用負担の理由でＩＴを導入できなかった企業がＩＴを利用できるようになる。 プラス

15 IT導入 海外のクラウドサービスも多く、直接海外サービスを選択することや、現地通貨建てでの決済など、グローバルな視
点が要求される。

マイナス

16 IT導入 長期的にはＩＴ業界が大きく変わる可能性があり、現在のベンダーの位置付けも変わる可能性がある。 プラス

17 ITインフラ ネットワークインフラの重要性が高まり、冗長構成化が進む。（積極的投資） プラス

18 ITインフラ システムのＢＣＰ対応が進む。（インシデント対策されたサービスを選択） プラス

19 ITインフラ パブリックの場合、暗号化通信により、トラフィックが上がるため、ネットワークの増強が必要かもしれない。 マイナス

20 ITインフラ 仮想プライベートの場合、データセンタと自社拠点をVPN等で結ぶ必要があるため、ネットワーク費用は増えると思
われる。場合によっては、ネットワーク網の見直しが必要と思われる。

マイナス



2.2 情報システム部門のあり方に関する研究 

2.2.1 情報システム部門が抱える現状の問題点（ボトムアップアプローチ） 

クラウドにより解決 Ⅰ．経営戦略策定 Ⅱ．IT戦略策定 Ⅲ．IT資源調達 Ⅳ．IT導入 Ⅴ．ITサービス活用 計

する 3 7 12 3 45 70

しない 13 20 6 15 23 77

計 16 27 18 18 68 147



2.2.2 情報システム部門が担う組織上の機能 

2.2.3 情報システム部門の強み 



2.2.4 情報システム部門に対する経営層から見た期待や課題（トップダウンアプロー

チ） 



これまでの枠にとらわれない、経営の武器としての「経営視点での情報システム構想・事業戦略の企画と実行」にチャレン
ジしてほしい。（役員）

情報システム部門は、お客様との取引、事業戦略、経営方針の様々な側面における情報システムの役割を認識し、社内
の活動全般にどのように係わるのか、そして、社内各部門とどのように日々コミュニケーションするのかを真剣に考える必要
がある。（役員）

積極的に経営に関与し、経営の想いを情報システムとして実現していくことが必要。そのためには、最新の技術はもとより
世の中のシステム動向を敏感にキャッチする姿勢が必要。社内の各部門をお客様として捉え、お客様起点の発想を持つた
めの各現場との良好なコミュニケーション、情報収集を日々心がけることが重要。（役員）

コミュニケーション力、チームで仕事する能力醸成、目まぐるしく変わる情報技術の目利き力、運用フェーズのソフトウェアラ
イフサイクル管理、そして時間で仕事をするのではなく、生産性の向上が必要である。（情報システム部長）

ITの新技術動向把握に注力し、積極的に導入・改善・提案を行い、一歩進んだIT活用企業となることを目指して欲しい。
（情報子会社社長）

従来はシステム屋論理だったが、今後はユーザー視点のソリューションにきりかえ必要がある。また、開発コスト・運営／
運用コストも、従来の工数積上げ方式からシステム化による効果算定方式にきりかえる必要がある。（情報子会社役員）



3. あるべき姿 

クラウドの定義とその特徴
・社外情報調査
・クラウド適用分類整理
・長所・短所考察

クラウドが企業に与える影響
・メンバ各社の影響調査
・社外事例調査

情シスが抱える現状の問題点
・メンバ各社の問題点抽出
・社外情報調査

情シスが担う組織上の機能
・メンバ各社の機能調査
・一般事例調査

情シスの強み
・メンバ各社の強み調査
・一般事例調査

経営層から見た期待や課題
・経営層アンケート実施

付加価値をつける

ユーザと共に価値を生む
サービスを提供

ＩＴから新規ビジネス提案

業界・業務を知る

経営戦略に沿ったＩＴ戦略

プロセス標準化

部門間、グループ間
全体最適化

ＩＴガバナンス

クラウドの活用判断

低コスト、短納期の開発

低コスト、高品質のＩＴインフラ

利用者視点、
ＩＴ発のビジネス提案

経営の視点

全社視点

目利き

投資の最適化

パートナー連携
ベンダーへ提案・交渉

あるべき姿における役割現状分析 キー要素抽出



①利用者視点、IT発のビジネス提案

②経営の視点

③全社視点

④目利き

⑤投資の最適化

⑥パートナー連携

4. アクションプラン 

4.1 アクションプランの策定 

4.1.1 策定の考え方 



レベル１ レベル２ レベル３ レベル４ レベル５

初期段階 反復実施段階 定義された段階 管理された段階 最適化した段階

必要に応じ個別対応 標準手順は無いが
同じ手順を他の人が
真似る

標準化され文書化さ
れている

継続的なプロセスの
改善

ベストプラクティスに達
している。

情報収集が個別 情報収集が個別、他
の人が真似している

情報収集のルールが
ある

ルールに則って情報
収集している

情報が常に最新化さ
れ、情報源も定期的
に見直されている

1(17%) 3(50%) 2(33%)

企画・提案が個別 個別実施の企画・提
案を他の人が真似し
ている

企画・提案のルール
がある

企画・提案が定期
的に検証されている

企画・提案が継続し
て改善され成果発現
している

1(17%) 4(67%) 1(17%)

経営戦略等業務課
題を個別に収集、個
別にIT戦略

経営戦略等業務課
題は個別収集だが、
IT戦略は組織で策定

経営戦略とIT戦略を
業務サイドと検討する
場がある

経営戦略・IT戦略
検討～評価・改善
のサイクルが回ってい

経営戦略とIT戦略の
融合で効果を発現さ
せている

2(33%) 4(67%)

グループ会社が個別
にIT統制

複数会社でIT統制を
マネしている

IT統制標準化の指
針がある

IT統制指針に即して
標準化を行っている

全体最適化されてお
り、指針が定期的に
見直されている

2(33%) 4(67%)

情シ部門のみで役割
を担っている

必要に応じ業務の一
部を外注化

役割分担を明記した
SLAがある

SLAに即して役割分
担している

役割分担が機能し
SLAが定期的に見直
されている

2(33%) 3(50%) 1(17%)

個人レベルで実施 過去事例を参考に
個人レベルで実施

ルールがある ルール通り運用され
定期的に検証されて
いる。

ルールが定期的に改
善され、常に最適な
選定・導入・評価が
行われている

3(50%) 1(17%) 2(33%)

評価してない、または
個別で評価

過去事例と比較して
個別に実施

評価の基準がある 基準に基づき評価し
客観的に開示されて
いる

基準の定期的見直
し、常に適正評価が
なされている

2(33%) 3(50%) 1(17%)

ルール無く場当たり的
に実施

過去事例を参考に
個人レベルで実施

投資効果の報告・レ
ビューの仕組みがある

投資効果測定を次
の投資に活かしてい
る

ルールやツールにより
投資運用プロセスが
回っている

3(50%) 3(50%)

個人レベルの管理 パートナー管理の一
部は標準化されてい
る

パートナー管理のプロ
セスが標準化されて
いる

ビジネスの目標と管
理プロセスが関連付
けられ成果が測定さ
れている

管理プロセスの監視と
評価により管理が最
適化されている

5(83%) 1(17%)

回答社数計 1(2%) 16(30%) 25(46%) 12(22%) －

効果測定

①利用者視
点、IT発のビ
ジネス提案

企画・提案

②経営の視
点

経営戦略とＩ
Ｔ戦略の融
合

⑤投資の最
適化

⑥パートナー
連携

パートナー管
理

投資管理

情報収集

外部サービス
選定

あるべき姿
における役割

アクション
アイテム

全体最適化③全社視点

体制・役割

④目利き



4.1.2 策定の考え方アクションプランの策定 

あるべき姿にお
ける役割

アクション
アイテム

アクションプラン スキルセット



4.2 クラウドを見据えて情報システム部門が取り組むべき課題 





4.3 活用ツール「あるべき姿☆アセスメントくん」 

4.3.1 ツール概要 

4.3.2 活用方法 

No 質問内容

1-2-1 ITを使ったビジネスについて、企画・提案をしているメンバーが、一人以上いますか？ ○

1-2-2 上記内容を、複数の担当者、またはチームで行っていますか？ ○

1-2-3 企画・提案のためのルールがあり、社内で共有・周知されていますか？ ○

1-2-4 企画・提案のルールや成果の妥当性が、定期的に検証されていますか？ ×

1-2-5
企画・提案のための手順やルールは、定期的に見直しやメンテナンスが行われ、それによって提案後
の採用率や目標成果の充実度が高い状態になっていますか？

×

利用者視点、IT発のビジネ
ス提案

1

【情報システム部門のあるべき姿】アセスメントチェックシート

あるべき姿における役割
アクション
アイテム

質問
回答欄

企画・提案



アクション
アイテム

判定結果 解説

1 利用者視点、IT発のビジネス提案 企画・提案 3 あるべき姿に対するあなたの組織の成熟度レベルは「3」
で、企画・提案のためのルールがある状態です。

関連するスキルセット

・ICTの特徴を把握して取捨選択する力
・課題発見と課題対応のための分析力

【情報システム部門のあるべき姿】判定結果とアドバイス

レベル5を目指すためのアクション

特にIT発企画提案を策定・評価する仕組みおよび場の設定、能動的にニーズを吸い上げるユーザーコミュニケーションを確立する。

①Ｔ発の企画提案メンバ、組織・体制
　-企画提案する組織・体制および担当者を決定し関係者のオーソライズを得る。
　-役割を分担する場合は、全体での情報共有の仕組みを作る。
②IT発ビジネスアイデア収集プロセスの策定
　-情報システム部門全体からのアイデア提出を業務に組み入れ、そのプロセスを策定する。
　-多くのアイデアを出すため、また意識醸成のため、提出ノルマや報奨制度などを導入する。
③ＩＴ発企画提案プロセスの策定
　-「先ずはクラウド」をチェックするという、情報システム化についてのポリシーを策定する。
　-収集した情報を活用し、企画提案書（ＲＦＰでもよい）とその審議のプロセスを策定する。
　-企画提案書には、少なくとも以下の項目を内容に盛込む。
　 ・現状、ユーザニーズ、目標
　 ・体制、ユーザとのコミュニケーションルール
　 ・制約条件、業務への影響
　 ・（クラウド）サービスの評価ポイント
　 ・Ｆ＆Ｇ結果
　 ・想定メリット；数値化（金額化）
④定期的なレビューの実施と改善
　-企画提案は、業務部門と定期的なレビューを年１回を目処に実施し採用検討を行う。
　-企画提案プロセスについても定期的なレビューを実施し改善する。
　-企画提案は、１年以内に実施、中期的（3年以内）に検討、長期的（４年以上）に検討、検討未定・保留のカテゴリに分類し、保存す
る。
　-採用案件などの分析を行い、企画提案や情報収集にフィードバックする。
⑤企画提案内容の周知と共有
　企画提案内容を関係者で共有し、内容およびプロセスの改善につなげる。

レベル達成の目安となるアウトプット

参考事例

【事例1】コスト削減の切り口中心で、メンバー全員でアイディア出し（78名で64項目)・・・・・＜レベル2＞の状態

【事例2】生産管理システム導入プロジェクトでは、生産管理部門のキーマンをプロジェクトリーダーとして体制を作った。

【事例3】利用部門ごとのフォロー担当者を決め、潜在的な案件掘り起こしやクラウド等を利用した新サービス提案を定期的に実施し
ている。また、提案の運用を必要に応じて改善している。・・・・・＜レベル4＞の状態

あるべき姿における役割

◆レベル1
・IT起点の業務変革提案を行える担当者
◆レベル2
・IT起点の業務変革の過去事例
・IT起点の業務変革提案を行える複数の担当者
◆レベル3
・企画／提案のためのガイドライン（暫定）
◆レベル4
・業務部門から収集したシステムに対する要望一覧
・業務部門の課題管理票
・業務部門との定期的な企画提案の場
・情報システム化についてのポリシー、検証ルール
◆レベル5
・最適化された企画／提案プロセス
・KPIに基づいた運用改善プロセス



4.4 アクションプランの検証 

4.4.1 問題点リストとアクションアイテムの突合せによる検証 

4.4.2 「あるべき姿☆アセスメントくん」評価による検証 

調査対象 １．アセスメントシートによる診断結果 ２．アクションプラン

　　Ａ．実態とよく一致している 　　Ａ．大変参考になった

　　Ｂ．だいたい実態通りだといえる 　　Ｂ．ある程度参考になった

　　Ｃ．あまり実態を反映していない 　　Ｃ．あまり参考にならなかった

　　Ｄ．実態とかけ離れている 　　Ｄ．全く参考にならなかった

独立系ＳＩｅｒ　（ＳＥ） 1 Ｂ C
中堅ゼネコン　（情報システム部員） 2 Ｂ C
大手ゼネコン　（情報システム部門長） 3 C C
大手製薬メーカー　（情報システム部員） 4 Ａ Ｂ
中堅食品メーカー　（情報システム部員） 5 Ａ Ａ
大手マスコミ情報子会社　（情報システム部員） 6 Ａ Ｂ
大手情報サービス 7 Ｂ Ｂ
大手石油メーカー 8 Ａ C
大手通信システム会社　（グループマネージャー） 9 Ｂ Ａ
大手ビールメーカー　（情報システム部員） 10 Ａ Ｂ
情報系ベンダー　（情報システム部員） 11 Ｂ Ａ
大手広告メーカー　（情報システム部員） 12 Ａ Ａ
生命保険システム開発会社　（情報システム部員） 13 Ｂ Ｂ

Ａ 6 4
Ｂ 6 5
Ｃ 1 4
Ｄ 0 0

集計結果



4.4.3 検証結果から得られた結論 

5. 研究成果まとめ 

5.1 研究成果 

情報システム部門の現状とクラウドの影響を踏まえたあるべき姿を明確にする

顧客・経営者・利用者それぞれの視点で、

クラウドを含めた最適な選択肢を目利き・利活用し、

新しい付加価値を創造する姿

目的（1）

成果（1）

あるべき姿の実現に向けた

アクションプランを明確にする

目的（2）

クラウド導入にあたって、

情報システム部門が取り組むべき課題と対策を明確化する

目的（3）

「サービス」を利用する観点で、

情報システムを見直す

成果（2）

多様な関係者との有効な

「コミュニケーション」の

仕組みを構築する

アクション実行のうえで

必要となる「スキル」を

組織的に養成する

新たに発生する落とし穴への

「リスクマネジメント」を行う

・外部サービスを、評価・利活用する枠組みの構築

・積極的に外部サービスを利活用し、ルーチンワークから解放

・開発保守偏重から企画重視へのパワーシフト

成果（3）

・経営者とＩＴ戦略について議論できる機会の創出

・利用部門と緊密な議論を行うため機会の創出

・同業他社、パートナー企業との友好関係を築く機会の創出

・主体的に企画提案を行う組織体制の構築

・企画提案ができる人材の教育体制の構築

・新たな価値を創造する気概

・情報漏洩のリスク評価

・パートナーとなるサービス提供事業者の審査

・技術的環境の理解



5.2 提言 

6. おわりに ～その後の活用状況～ 
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